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勝田郡医師会での在宅医療介護連携
の取り組み

社会医療法人 清風會

奈義ファミリークリニック 松下明

（勝田郡医師会 副会長）

2006年ー 家庭医療後期研修プログラム
奈義・津山・湯郷ファミリークリニック＋日本原病院＋津山中央病院
社会医療法人清風会 へき地診療所診療（西粟倉村・美作市）

平成22年から岡山家庭医療センター（FPCO）として活動

指導医後期研修医

家庭医療看護研修生

非常勤
指導医
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１．代表者会議の開催
２．効率的な医療提供のための多職種連携

→顔が見える関係作り＋情報共有システム
３．効率的で質の高い24時間対応の在宅医療
の構築
４．在宅医療に従事する人材育成

→見える事例検討会による多職種教育
５．住民への啓発活動

勝田郡医師会 在宅医療介護連携
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見える事例検討会方式
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見える事例検討会

87歳女性

要介護１ 独居 元旅館の仲居

未婚・子供なし

うつ状態

ファミクリ通院

トリプタノール10mg
デパス0.5mg 眠前

尿路感染
粟粒結核

杖歩行・つたえ歩き

トイレ自立

週１デイ
週１ヘルパー

現在は
要介護３ レベル

週２ヘルパー

週１デイ
弁当配達

自立
ムセあり

近所

姪＆包括

年金 4万／月

医療・介護

民生員 隣
70歳女性

市営住宅

姪のみ
兵庫県在住
兄夫婦死去

低下

低下

OK

なし

長谷川
１４点

私は一人で
がんばってきた！
（本人の言葉）
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今後どう支援して行ったらいいのかわからない…

課題があると思うけれど、どこから手を付けてよいかわからない
そんなお困りごとを抱えるあなたへ、ファシリテーターを派遣しま
す！

いざという
時に安心
です！
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カナミックが大変有用だった

多職種連携の実例を見てみましょう！

まとめ
見える事例検討会

●顔が見える関係づくり

●困難事例を解決するツールの活用と場の提供

●事業所での臨時の検討会もできる仕組みづくり

多職種の情報共有のツール

●リアルタイムの状況がわかり、今後の方針をたてやすい

●自宅やデイでの様子が分かり、変化がとらえやすい

●写真の投稿だけ、など気軽に情報を投稿できる
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これからの新しい医療モデル

堀田聰子 オランダのケア提供体制 2012一部改変

家族

地域メンバー ケアマネ・MSW民生委員・愛育委員・栄養委員

総合診療専門医
内科医・小児科医

２．有償ボランティア

演劇チーム

１．多職種チーム
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